
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(B)

2013～2011

東南アジア大陸山地部の社会経済ダイナミズム―駆動力としての多言語ネットワーク

Linguistic networks in the Socio-Economic Dynamism of Montane Mainland Southeast Asi
a

５０５９９８８４研究者番号：

Ｂａｄｅｎｏｃｈ　Ｎａｔｈａｎ（Badenoch, Nathan）

京都大学・白眉センター・准教授

研究期間：

２３４０１０１０

平成 年 月 日現在２６   ６ ２５

円    10,900,000 、（間接経費） 円     3,270,000

研究成果の概要（和文）：本科研では、東南アジアにおける多言語社会の現状と動態を調査し、民族誌的記述と地域研
究的・学際的な分析方法によって住民社会で形成されてきた言語ネットワークを明らかにした。この研究テーマは、先
行研究ではかつて取り上げられたことがなく、現代の東南アジアにおける地域社会のダイナミズムに関する貴重な知見
が多く得られた。また東南アジアに限らず、言語多様性という特徴は、人類に普遍的なものであり、21世紀の現代社会
をどう考えるか、という問題の考察にも貢献した。

研究成果の概要（英文）：This project has conducted in-depth ethnographic research into the dynamics of mul
tilingualism that characterize the vast majority of Southeast Asian society. Based on intensive fieldwork,
an ethnographic account of multilingualism has been developed,highlighting the networked approach to langu
age use taken by local people in northern Laos as they face a rapidly regionalizing and globalizing econom
y. This research has highlighted not only the threats that globalization poses to the region's linguistic 
diversity, but also the important ways in which the use of multiple languages provides a social resource f
or those people. The insights gained from this dynamic region are valuable locally, as the linguistic impl
ications of rapid socio-economic development have not yet been treated, and relevant more broadly, as the 
future of human diversity is a major concern in the consideration of society's trajectories in the 21st ce
ntury.
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１．研究開始当初の背景 
 
東南アジア経済圏の統合が急速に進む中、

地域社会は様々な側面で急激に変化してい

る。グローバル化が進行する状況において、

各地域の文化はどのような影響を受け、また

地域の人々の不確定な将来にとっていかな

る意味・意義をもつか、という問題を明らか

にするのが一つの大きな課題である。例えば

ラオスの北部では、中国市場に販売する換金

作物を作るため、幹線道路沿いに集まる山地

民は多民族混住農村を形成する傾向が著し

い。多彩な言語を操るのが当然なこの地域で

も、かつてなかった複雑な多言語社会が作ら

れつつある。変動する経済・生態・社会状況

の中で、言語能力は貴重な資源であるが、ラ

オス国語や中国語をはじめとする有力なリ

ンガ・フランカの影響を受けながら、地域コ

ミュニティーは様々な状況に応じて言語を

選択し、地域経済の変動に対応している。 

 
２．研究の目的 
 
世界で話されている言語は 6000 を上回る

が、一週間にひとつのペースで言語は消滅し

ていくとも言われている。市民社会を統合す

るために公用語を制定する必要がある、とい

う考えは国民国家の政策に反映されること

が多い。しかし、全世界を見ればひとつの言

語しか使われない社会は少ない。本研究は、

多言語社会のメカニズムと動態に焦点を当

てながら、言語の多様性は人間社会にとって

どのような意義や価値をもつか、について考

察することを目的とした。特に、言語多様性

の非常に高い東南アジアでは、急速に進む近

年の地域経済統合や、それにともなう地域住

民の生業形態の変容が見られる。そこで本研

究では、言語使用状況とその傾向に関するフ

ィールドワークに基づき、、多言語社会のエ

スノグラフィーの執筆を目指した。 

 
 
 

３．研究の方法 
 

本研究では、地域に密着した調査を実施す

るとともに、それを民族誌的に記述すること

を基本的な方法とした。分析方法を具体的に

述べると、(1)生業における変化、(2)言語使

用現状と傾向、(3)ネットワーク形成の３つ

のアプローチから成っている。研究分担者、

協力研究者とラオス国立大学をはじめとす

る現地パートナーと連携し、徹底的なフィー

ルド調査を行った。 

 

４．研究成果 
 

研究代表者・分担者の現地調査により、上

記３点の分析に必要な質の高いデータを収

集することができた。「主な成果」では、そ

のデータに基づいた分析結果を5点にまとめ、

その国内外での発表活動を「位置づけとイン

パクト」で説明する。最後に、このデータと

分析をふまえて、「今後の展望」について言

及する。 

 

(1)主な成果 

 

① ラオス北部においては、地域経済統合の

動態によって人間の多様性は完全に再編さ

れたことが明らかになった。調査した 10 か

村は、この 10 年間の間に平均約２００世帯

の多民族が混住する状況が生じ、場合によっ

ては 10 以上の異なる言語が話される状況に

なった。国語であるラオス語の共通語化が強

まり、少数派の言語が弱まるというパターン

はよく見られる。一方、多言語使用の規範が

新たに作り出される村も少なくなく、近年の

村の形成・拡張過程によって話者の極めて少

ない言語でも安定した状態で伝承されるも

のもある。 



 

② 農村レベルでは、文化的多様性が急速

に上がるのに対して、生態的多様性が著し

く下がる傾向がある。村人の生きる景観は

焼き畑を中心とする多様性の高い生態モ

ザイクから、ゴムと水田という二次元の単

純なものに変わってきた。生物の多様性が

低くなるにつれて、現地コミュニティーで

の伝統的生態知も失われ、今後の環境・経

済変容に対する適応能力も弱化している。 

 

 

 
 

③  人の 激しい動きによって分散してし

まう最少数派の民族は、言語の希少化が早ま

るばかりである。点在している道沿いの村を

つなげるネットワークを形成する民族は、話

者コミュニティーを拡大することによって

言語の継承の見込みはあるものの、長期的に

見ればこういった状況における民族の言語

はこの先 30 年の間に使われなくなる可能性

が大きい。ミクロレベルでの言語使用におけ

る秩序は、強制移住政策、自発的移動、土地

の再分配、民族間の力関係などを含む村の形

成過程と密接に結びつけられている。この結

果として見られる言語使用のパターンは、基

本的に下位の言語を取得しない、社会地位の

高い言語をめざすマルチリンガリズムが象

徴的であるヒエラルキーよりも、個人話者と

話者コミュニティーの横つながりによる多

方向的なネットワーク型マルチリンガリズ

ムである。 

 

 

 

④ 中国経済とのつながりを深めるラオス

北部では、中国語よりも国境を跨いで住む民

族集団同士の言語の方が重要であることが

明らかになった。予想される中国語の波の代

わりに、越境する民族語のネットワークによ

って、農業技術や市場情報を獲得し、ラオス

北部の経済変容を駆動することがわかった。

同時に、ラオス政府が提供できないサービス

に関しては、現地語で行われる交渉や取引が

大きな役割を果たす。 

 

⑤ 言語使用の状況及び言語ネットワーク

形成を調べる過程で得られた希少言語の記

述も成果として挙げられる。シダ語、ビット

語、パナ語の３つの希少言語の語彙・文法・

伝統的生態知などを記録することによって、

変容する環境・社会における言語の実態を把

握するとともに、人間と生態のつながりを異

なる視点から観察することができた。 



 

(2)位置づけとインパクト 

 

本研究の課題は、東南アジア地域研究でか

つて見られなかった社会現象を取り上げた

ものであるため、新しい知見が多く得られた。

そのため、研究成果はさまざまな分野の国際

学会で発表した。特に、言語学分野では国際

シナ・チベット言語学会議や東南アジア言語

学協会で口頭発表をし、アジア地域研究分野

では国際アジア研究者会議やアジア学協会

でも論文を発表した。人類学、言語学、地理

学や開発学の専門家と有意義な議論ができ

た。調査地であるラオスでは、今まで分析の

対象にならなかった社会言語諸問題を国立

大学でとりあげることによって、地域の希少

言語や文化多様性に関する新たな関心を引

き出すことができたといえる。 

 

(3)今後の展望 

 

今後は、本研究で収集・分析したデータを、

著書にまとめることが最優先になる。平成２

６年中には原稿を仕上げる予定である。また、

本研究の問題意識・分析枠組み・研究方法を

ミャンマーで本格的に適用し、経済開発・生

態変動・文化多様性という３つの動態が交差

する場で調査を続ける必要がある。方法論と

しては、伝統的生態知を扱うツールを開発す

ることにより、人間と生態の両者の多様性を

統合させた研究を発展させていきたいと思

う。 
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